
　　　　

令和6年年 1 月 31 日

9 時 30 分から 15 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 豊明市児童発達支援センター 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念

「つないだ手　えがおの輪　未来への一歩」
　子どもたちの成長を考え将来を見据えて支援すること。（将来に向けた支援）
　職員同士、手を取り合い、同じ方向を向いて笑顔につながる支援をする。（チームワーク）
　みんなで（親も）子どもの成長を見守り自信に繋げる。できることをふやし選択肢を増やす。（みんなの笑顔）

支援方針
◎日々の療育を通して、子ども一人ひとりの意欲や主体性を大切にしながら、基本的な生活習慣の自立や社会性・コミュニケーションの力を身につけられるよう支援します。
◎各専門機関と連携を図り、子どもに合った方法で療育支援を提供します。家庭での生活にも支援内容がよりよく反映されることを目指して、療育方法や園での子どもの様子を家族と共有
します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

子どもが基本的な生活動作の経験を積み重ねられるよう促します。

理学療法士、言語聴覚士による個別療育・集団療育を行い日常生活動作の習得や言葉の理解を促します。

わかりやすい環境を設定し、理解できる方法でお伝えします。

一日の生活を通してコミュニケーションの機会を多く提供します。

主体性が育つよう、子どもからの意思表示を大切にします。

主な行事等
入園式、保護者会（年2回）、個人懇談（年3回）、療育参観（年2回）、どんぐりサロン（年3回）、卒園式
夏祭り、いもほり、運動会、クリスマス会、豆まき　など
避難訓練（毎月）　身体測定（毎月）　内科健診（年2回）、歯科健診（年2回）、尿検査（年1回）

家族支援
家庭と事業所の双方が安心して過ごせる場所となるよう、ご家庭と相談しながら
療育内容の調性を行います。

移行支援
園や学校、関係機関と情報を共有し、子どもたちに必要な支援が途切れな
いよう支援します。

地域支援・地域連携 子どもたちが安心して育つ地域環境づくりに努めます。 職員の質の向上 必要な知識・技術を得るための研修を定期的に行っています。


